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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
 日本短角種は岩手県を中心に北東北や北海道で飼養され粗飼料利用性や放牧適性に優れ

た肉用牛である。本研究は、肥育時における給与飼料の違いが日本短角種去勢牛の飼養成

績と血中 GH および PRL 濃度の変化に及ぼす影響、また、日本短角種と黒毛和種の飼養成

績と血中 GH および PRL 濃度の品種間差異、さらに、哺育方法の違いが日本短角種子牛お

よび黒毛和種子牛の哺育期および育成期の飼養成績と血中 BHB 濃度の変化に及ぼす影響

を調べ、まだ十分に分かっていない日本短角種の肥育・飼養特性を明らかにしようとした。 
初めに、日本短角種去勢牛を配合飼料給与条件（配合飼料区）またはコーンサイレージ

を主体とした粗飼料多給条件（コーンサイレージ区）下で 14 ヵ月間肥育し、給与飼料の違

いが飼養成績と血中 GH および PRL 濃度の変化に及ぼす影響について検討した。体重は肥

育開始から終了まで両試験区間で有意差は見られなかった。一方、飼料摂取量は、DM、TDN
および CP 摂取量が特定の月数または期間において配合飼料区がコーンサイレージ区より

有意に高かった。飼料効率は、1kg 増体に必要な TDN 量に有意差は見られなかったが、1kg
増体に必要な CP 量は配合飼料区がコーンサイレージ区より有意に高かった。血中 GH 濃

度は、肥育開始時が最も高く、肥育月数が進むに従って低くなる傾向が見られた。各肥育

ステージ期間内の平均 GH 濃度には、両試験区間で有意差は見られなかった。血中 PRL 濃

度は、両試験区とも日長が長い時期に高かった。各肥育ステージ期間内の平均 PRL 濃度は、

両試験区間で有意差は見られなかった。 
次に、日本短角種と黒毛和種の飼養成績と血中 GH および PRL 濃度の品種間の違いを明



らかにするために、黒毛和種去勢牛および日本短角種去勢牛を配合飼料給与条件下でそれ

ぞれ 18 ヵ月間および 14 ヵ月間肥育した。体重は肥育開始時には黒毛和種が日本短角種よ

り有意に大きかったが肥育終了時には差は見られなかった。飼料摂取量は、特定の月数に

おいて DM と TDN 摂取量は日本短角種が黒毛和種より、CP 摂取量は黒毛和種が日本短角

種より有意に高かった。飼料効率は、1kg 増体に必要な TDN 量は全期間で黒毛和種が日本

短角種より有意に高く、1kg 増体に必要な CP 量は後期および全期間で黒毛和種が日本短角

種より有意に高かった。血中 GH 濃度は、肥育開始 7 ヵ月までの推移は両品種で異なり特

定の月数で日本短角種が黒毛和種より有意に高かった。各肥育ステージ期間内の平均 GH
濃度は、肥育前期と後期で日本短角種が黒毛和種より有意に高かった。血中 PRL 濃度は、

両品種とも日長が長い時期に高い値を示した。各肥育ステージ期間内の平均 PRL 濃度は、

肥育後期に黒毛和種が日本短角種より有意に高かった。 
最後に、哺育方法の違いが日本短角種子牛および黒毛和種子牛の哺育・育成期の飼養成

績と血中 BHB 濃度の変化に及ぼす影響を明らかにするために、日本短角種は自然哺育 120
日区、通常哺育 60 日区および体重比哺育 90 日区の 3 試験区に、黒毛和種は通常哺育 60 日

区、増給哺育 60 日区および強化哺育 90 日区の 3 試験区に配置し、150 日間哺育・育成す

るとともに、哺育期間別の飼養成績および BHB 濃度の変化を調べた。（1）日本短角種では、

体重および DG は自然哺育 120 日区が通常哺育 60 日区および体重比哺育 90 日区より有意

に高かった。血中 BHB 濃度は、通常哺育 60 日区が自然哺育 120 日区および体重比哺育 90
日区より有意に高かった。（2）黒毛和種では、体重は 60 日齢と 90 日齢で増給哺育 60 日区

が通常哺育 60 日区より、また DG は 30 日齢~90 日齢で増給哺育 60 日区と強化哺育 90 日

区が通常哺育 60 日区より有意に高かった。血中 BHB 濃度は 60 日齢で、強化哺育 90 日区

が通常哺育 60 日区および増給哺育 60 日区より有意に低かった。（3）人工哺育期間別に見

た両品種間の違いを検討した結果、哺育期間 60 日では、終了時体重および DG で通常哺育

60 日区（短角）が通常哺育 60 日区（黒毛）および増給哺育 60 日区（黒毛）より有意に高

かった。血中 BHB 濃度は、90 日齢で通常哺育 60 日区（短角）が増給哺育 60 日区（黒毛）

より有意に高かった。哺育期間 90 日では、体重、DG および血中 BHB 濃度に、体重比 90
日区（短角）および強化哺育 90 日区（黒毛）間で有意差は見られなかった。 

以上の結果より、日本短角種去勢牛の肥育における給与飼料の違いは、DM、TDN およ

び CP 摂取量に現れるが、体重、血中 GH および PRL 濃度の変化には影響しないこと、ま

た、黒毛和種去勢牛および日本短角種去勢牛の肥育における品種間の違いは、DM、TDN
および CP 摂取量、血中 GH および PRL 濃度の変化に現れることが明らかになった。さら

に、日本短角種および黒毛和種の哺育・育成における哺育方法の違いは、体重、DG、血中

BHB 濃度の変化に影響すること、品種間による違いは、人工哺育期間 60 日のみに見られ

ることが明らかになった。本研究の結果は、まだ十分に明らかにされていない日本短角種

の肥育•飼養特性を黒毛和種と比較することにより明らかにし、わが国の肉用牛研究領域に

新たな知見を加えた。 
 



論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
日本短角種は岩手県を中心に北東北や北海道で飼養され粗飼料利用性や放牧適性に優れ

た肉用牛であるが、その肥育・飼養特性や内分泌特性については十分に分かっていない。

そこで本研究は、初めに、日本短角種去勢牛を配合飼料給与条件（配合飼料区）またはコ

ーンサイレージを主体とした粗飼料多給条件（コーンサイレージ区）下で 14ヵ月間肥育し、

給与飼料の違いが飼養成績と血中成長ホルモン(GH)およびプロラクチン(PRL)濃度の変化

に及ぼす影響について検討した。その結果、体重は肥育開始から終了まで両区間で差は見

られないが、飼料摂取量は、DM、TDN および CP 摂取量が特定の月数または期間におい

て配合飼料区がコーンサイレージ区より高いこと、また飼料効率は、1kg 増体に必要な TDN
量に差は見られないが、CP 量は配合飼料区がコーンサイレージ区より高いことを明らかに

した。また血中 GH 濃度は、肥育開始時が最も高く、肥育月数が進むに従って低くなるこ

と、血中 PRL 濃度は、両試験区とも日長が長い時期に高いことを明らかにした。次に、黒

毛和種去勢牛および日本短角種去勢牛を配合飼料給与条件下でそれぞれ 18 ヵ月間および

14 ヵ月間肥育し、両品種の飼養成績と血中 GH および PRL 濃度の差異を検討した。その

結果、体重は肥育開始時には黒毛和種が日本短角種より大きいが肥育終了時には差がなく

なること、飼料摂取量は、特定の月数において DM と TDN 摂取量は日本短角種が黒毛和種

より高いこと、CP 摂取量は黒毛和種の方が高いことを明らかにした。飼料効率は、1kg 増

体に必要な TDN 量は全期間で黒毛和種が日本短角種より高いこと、CP 量は後期および全

期間で黒毛和種が日本短角種より高いことを明らかにした。また血中 GH 濃度は、肥育開

始 7 ヵ月までの推移は両品種で異なり特定の月数で日本短角種が黒毛和種より高いこと、

各肥育ステージ期間内の平均 GH 濃度は、肥育前期と後期で日本短角種が黒毛和種より高

いこと、血中 PRL 濃度は、両品種とも日長が長い時期に高いこと、肥育後期には黒毛和種

が日本短角種より高いことを明らかにした。最後に、哺育方法の違いが日本短角種子牛お

よび黒毛和種子牛の哺育・育成期の飼養成績と血中βヒドロキシ酪酸(BHB)濃度の変化につ

いて検討した。その結果、日本短角種では、体重および DG は自然哺育 120 日区が通常哺

育 60 日区および体重比哺育 90 日区より高いこと、血中 BHB 濃度は、通常哺育 60 日区が

自然哺育 120 日区および体重比哺育 90 日区より高いことを明らかにした。黒毛和種では、

体重は 60 日齢と 90 日齢で増給哺育 60 日区が通常哺育 60 日区より、また DG は 30 日齢

~90日齢で増給哺育 60日区と強化哺育 90日区が通常哺育 60日区より高いこと、血中 BHB
濃度は 60 日齢で、強化哺育 90 日区が通常哺育 60 日区および増給哺育 60 日区より低いこ

とを明らかにした。さらに人工哺育期間別に見た両品種間の違いは、人工哺育期間 60 日の

みで見られることを明らかにした。本研究はこのように、まだ十分に明らかにされていな

い日本短角種の肥育•飼養特性や GH および PRL 分泌特性を黒毛和種と比較することによ

り明らかにし、わが国の肉用牛研究領域に新たな知見を加えたもので、高く評価される。 

本審査委員会は、「岩手大学大学院連合農学研究科博士学位論文審査基準」に則り審査した

結果、本論文を博士（農学）の学位論文として十分に価値のあるものと認めた。 
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